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瓦
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ば
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ー
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糸
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、
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だ
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と
り
こ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

の
こ
と
。
数
年
後
、
僕
は
発
祥
の
地
、
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棚た
な
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泉
を
訪
ね
た
の
だ
っ
た
。

薩
摩
軍
の
陣
中
食
を

ヒ
ン
ト
に
考
案

　
下
関
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ら
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に
25
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っ
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と
こ
ろ
に
位
置
す
る
川
棚
温
泉
は
、
室

町
時
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掘
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史
あ
る
温
泉
地
。
瓦
そ
ば
は
、
そ
こ

に
あ
る
威
風
堂
々
と
し
た
た
た
ず
ま
い

の
旅
館（
現
在
は
飲
食
店
）で
誕
生
し
た
。

　
瓦
そ
ば
の
ル
ー
ツ
に
は
、
西
郷
隆
盛

率
い
る
薩
摩
軍
と
明
治
政
府
が
戦
っ
た
、

明
治
10
年
の
西
南
戦
争
が
か
か
わ
っ
て

い
る
。
長
い
野
戦
の
合
間
に
、
薩
摩
軍

の
兵
士
た
ち
が
身
近
に
あ
っ
た
瓦
を
使

っ
て
野
菜
や
肉
な
ど
を
焼
い
て
食
べ
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ヒ
ン
ト
に
、
考

案
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

　
実
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頂
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み
る
と
、
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ワ
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食
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と
き
に
は
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な
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が
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1
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は
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今
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口
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ご
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ま
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。
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た
り
、
ホ
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プ
レ
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ト

を
使
っ
た
家
庭
料
理
と
し
て
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親
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ま
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い
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そ
こ
に
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お
い
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ろ
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あ
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山
口
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と
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